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厚生労働省新型コロナワクチン Q&A 

（山形県にて一部抜粋） 

 

ワクチンの仕組み 

Q：ワクチン、予防接種とは何ですか。 

予防接種とは、感染症の原因となる病原体に対する免疫ができる体の仕組みを使

って、病気に対する免疫をつけたり、免疫を強くするために、ワクチンを接種すること

をいいます。  

Q：ワクチンにはどのようなものがあるのですか。 

病原体（ウイルスや細菌など）そのもの又は、病原体を構成する物質などをもとに作

ったワクチンがあります。  

Q：集団免疫とは何ですか。 

人口の一定割合以上の人が免疫を持つと、感染患者が出ても、他の人に感染しにく

くなることで、感染症が流行しなくなる状態のことです。  

Q：mRNA（メッセンジャーRNA）ワクチンやウイルスベクターワ

クチンは新しい仕組みのワクチンということですが、どこが既存

のワクチンと違うのですか。 

ウイルスのタンパク質をつくるもとになる遺伝情報の一部を注射します。それに対す

る抗体などが体内で作られることにより、ウイルスに対する免疫ができます。 

 

ワクチンの効果 

Q：どの会社のワクチンが一番効果がありますか。 

現在、日本で接種可能なワクチンは、いずれも、ワクチンを接種するメリットが、副反

応のリスクを上回るため、接種をおすすめしています。 

Q：変異株の新型コロナウイルスにも効果はありますか。 

一般論として、ウイルスは絶えず変異を起こしていくもので、小さな変異でワクチン

の効果がなくなるというわけではありません。それぞれの変異株に対するワクチンの

有効性がどのくらいあるのかについても、確認が進められています。 

Q：妊娠中にワクチンを接種した場合、生まれてくる新生児に免

疫はつきますか。 



 

2/4 

妊娠中（特に妊娠後期）にワクチンを接種することで、新生児にも抗体が移行する可

能性があると報告されています 

 

ワクチンの安全性と副反応 

Q：mRNA（メッセンジャーRNA）ワクチンはワクチンとして遺伝

情報を人体に投与するということで、将来の身体への異変や将

来持つ予定の子どもへの影響を懸念しています。 

mRNA（メッセンジャーRNA）ワクチンで注射する mRNA は短期間で分解されてい

きます。人の遺伝情報（DNA）に組みこまれるものではありません。 

Q：ワクチン接種後に血栓症が起きると聞いたのですが大丈夫で

しょうか。 

アストラゼネカ社のワクチンでは、稀に珍しいタイプの血栓症が起きるという報告が

ありますが、適切な診断・治療方法も報告されています。なお、ファイザー社や武田/モ

デルナ社の mRNA（メッセンジャーRNA）ワクチンでは、現時点では、同様の血栓症と

関連性があると評価された事例は確認されていません。 

Q：アナフィラキシーではどのような症状が出ますか。治療法はあ

りますか。 

皮膚症状、消化器症状、呼吸器症状が急に起こり、血圧低下や意識レベルの低下を

伴う場合もあります。薬の注射などで治療します。 

Q：接種後の「失神」や、その原因ともいわれる「血管迷走神経反

射」とは何ですか。 

血管迷走神経反射は、緊張やストレスなどで起きる、血圧の低下、脈拍の減少など

のことです。「失神」とは、意識を一時的に失うことをいいます。 

Q：副反応は 1 回目の接種後より 2 回目の接種後の方が強いと

言われるのはどうしてですか。 

1 回目のワクチン接種でいくらか免疫がつくことで、2 回目の接種の方が、免疫反応

が起こりやすくなるため、発熱や倦怠感、関節痛などの症状が出やすくなります。 

Q：ワクチンを接種すると心筋炎や心膜炎になる人がいるという

のは本当ですか。 

mRNA（メッセンジャーRNA）ワクチン接種後、頻度としてはごく稀ですが、心筋炎

あるいは心膜炎になったという報告がなされています。軽症の場合が多く、心筋炎や
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心膜炎のリスクがあるとしても、ワクチン接種のメリットの方がはるかに大きいと考え

られています。 

 

私は接種できますか 

Q：過去にアレルギー反応やアナフィラキシーを起こしたことがあ

り、今回も起こすのではないかと心配なのですが、接種を受けて

も大丈夫でしょうか。 

食物アレルギーや、アレルギー体質などがあるといった理由だけで、接種を受けられ

ないわけではありません。ただし、これまでに、薬や食品など何らかの物質で、アナフィ

ラキシーなどを含む、重いアレルギー反応を起こしたことがある方は、接種直後に調子

が悪くなったときに速やかに対応ができるよう、接種後、通常より長く（30 分間）、接

種会場で待機していただきます。 

Q：私は過去に蜂に刺されたことがありますが、ワクチンを接種

することはできますか。 

蜂刺されによるアレルギーがある方でも、ワクチンを接種することができます。 

Q：私は妊娠中・授乳中・妊娠を計画中ですが、ワクチンを接種す

ることができますか。 

妊娠中、授乳中、妊娠を計画中の方も、ワクチンを接種することができます。日本で

承認されている新型コロナワクチンが妊娠、胎児、母乳、生殖器に悪影響を及ぼすとい

う報告はありません。妊娠中の時期を問わず接種をおすすめします。 

 

接種を受ける方法 

Q：認知症などで本人に接種意思を確認することができない場

合、家族にて同意書を書いてもらっても良いですか。 

接種には、ご本人の接種意思の確認が必要です。 確認が難しい場合は身近な方に

ご協力いただき、本人の接種の意向を丁寧に酌み取ることなどによる意思確認を行っ

てください。 

Q：新型コロナワクチンとそれ以外のワクチンは、同時に接種する

ことはできますか。 

原則として、新型コロナワクチンとそれ以外のワクチンは、同時に接種できません。 
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接種後の生活 

Q：ワクチンを接種したことにより、効果が出たか（抗体ができた

か）を確認するため、抗体検査を受ける必要はありますか。 

新型コロナワクチンを接種したほとんどの方でウイルスに対する抗体の産生が認め

られる一方、抗体検査の結果から実際に予防効果があるかどうかを推測できる状況で

はありません。 そのため、通常、ワクチン接種後の抗体検査は必要ないと考えられて

います。 

Q：ワクチンを接種した後も、マスクは必要ですか。 

ワクチンを接種することで、接種した人の発症を予防する効果だけでなく、感染を予

防する効果も示唆するデータが報告されています。しかしながら、その効果は 100%

ではないため、引き続き感染予防対策を継続していただくようお願いします。 

 

その他 

Q：今回のワクチン接種の「努力義務」とは何ですか。 

「接種を受けるよう努めなければならない」という予防接種法の規定のことで、義務

とは異なります。感染症の緊急のまん延予防の観点から、皆様に接種にご協力をいた

だきたいという趣旨から、このような規定があります。 

Q：SNS やニュースでコロナワクチンが危険と取り上げられてい

て不安です。どの情報を信じたらいいのでしょうか。 

できるだけ、公的機関からの情報を確認しましょう。SNS やメディアでは、新型コロ

ナワクチンに関して様々な情報が溢れています。特に、SNS では発信者が不明、また

は科学的根拠や信頼のおける情報源に基づいていない、不正確な情報があり、注意が

必要です。例えば、ワクチンを受けた後に起きた好ましくない出来事（有害事象）を、因

果関係が分からないにも関わらず、あたかもワクチンが原因であるような書き方をし

ている情報もあります。ワクチンの安全性については、大規模な臨床試験だけでなく、

承認後の安全性の監視システムによって常に調べられており、調査や評価の結果は国

内外の公的機関から発表されています。 


